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大 阪 大 学看 護 学雑 誌Vo1.18No.1(2012)

研 究 報 告一

新卒看護師が職場で働 く中で辛いと感 じる体験

亀 晃 加*・ 師 岡 友 紀**

要 旨

本研究 の 目的は、卒後1年 目の看護 師が職揚で働 く中で辛い と感 じる体験 を明 らか にす るとともに

必要な支援 について考察す ることとした。対象 はA大 学(4年 制)を 卒業 し、就職後12～16ヶ ∫1の看護

師の うち同意 が得 られた9名 とした。 半構造化 面接 を実施 し、働 く中で辛 い と感 じた体験や その原 因

に関連す る内容 を抽 出 し、類似相違点や 関係性 に したがって質 的帰納的に分析 した。結果 、看護師

の卒後1年 目における職場 で辛い と感 じた体験 として 、 【仕 事の仕方 がわか らない】 【余裕 が ない】

【一人前 として働 くことができない】 【先輩看護 師か ら理不尽 な扱い を受 けてい ると感 じる】の4っ

のカテ ゴ リー が導 き出 された。卒後1年 目にお ける辛い体 験は、わか らない、余裕 がない、で きない、

とい う「ないないづ くし」の新 卒看護師 自身の問題 に、先輩看護 師の関わ りが拍車 をかける と考 えら

れた。 したがって、新卒看護 師に対 して先輩看護 師 との関係性 を踏 まえつつ、「ない」へ の教育支援

を行 う必要がある。

キー ワー ド:新 卒看 護 師,辛 さ,質 的記述 的研 究,支 援

1.緒	 言 育 と臨床 との間に求 められ る実践能力 レベル

近年 、医療技術 の進歩 、患者の高齢化 ・重症 の ギャップがあるた め、看護 師 としての就職後 、

化 、平均在院 日数 の短縮化な どの医療 を取 り巻 ギャ ップに直面す る新卒看護師は、 リア リティ

く環境 が大 き く変化す る中で、医療現場 におい シ ョックに陥 りやす く11)iz)、 ギャップの対処

て看護職 の役割は複雑 多様化 し、その業務密度 に関す る新 卒看護師 の体験の実態 につ いての

も高まってきた。そのために、看護職 の臨床実 研究がな され、卒後1年 目が困難 の多い経験で

践能力 の向上が求 められ 、特 に新 卒看護 師に対 あることが示 唆 されてい る。

しては、看護 の質の確保お よび向上 を目指 した
一般 に

、 リア リテ ィシ ョックとは、新卒看護

組織 的、体系的な取 り組み が検討 ・実施 されて 師 が、数年 間の専 門教育 ・訓練を受 けて実践活

い る1)。 しか し、医療現場で は職場 に適応 でき 動 の準備 を しているにもかかわ らず 、実z.r.に仕

ずに離職す る新卒看護 師の数 が増加 してい る 事 を始 めるよ うになって、描いていた理想 と現

ことが問題視 され てきた。 日本看護 協会の調査 実 の相違 を感 じて起 こす身体的、精神 的、社会
2)3)に よると

、2009年 度 にお ける新卒看護職員 的反応で ある13)と 説明 され る。ここで表現 され

の離職率は8.9%で あ り、教 育研修体制が整っ る 「数年 間の専門教育 ・訓練」とは、看護系大学

て きた こ とに より前年度 よ りやや減少 したも や看護専門学校での講義や演習、実習 な どの授

のの、依然 として高い数値 を示す病院 もあるこ 業を受講す るこ とを示 している。つま り「実践

とが指摘 されている4)。 活動 の準備 」や 、 「理想」は、授業を通 して構築

このよ うな新 卒看護 師の早期離職 を引き起 され るもので あ り、この 「準備」や 「理想」が就職

こす要因 として、新卒看護 師の職場 ス トレス5)6) 後に受 ける リア リテ ィシ ョックの内容 を左右

や リア リテ ィシ ョック7)8)な どが挙げ られ 、ま し、職場への適応 が困難であると感 じる可能性

た職業選択動機9)と い った個人的背景や 、先輩 を生み出 して いる。

看護師、同僚 、家族な どの他者 の存在1°)とい っ これまでの新卒看護 師の働 く中で辛い と感

た職場環境 も、新卒看護師の早期離職 に関連 し、 じた卒後1年 目の体験 については、限定 した病

職場 の適応 の妨げ とな りうるこ とが先行研 究 院または病棟 の看護 師を対象 とした研 究14)15)

によ り明 らか にされてい る。 が実施 され 、就職3ヵ 月 目の看護師が抱 える困

特 に、現在の看護 の実態 として、看護基礎教 難や、職場適応 に関連す る要因について明 らか

*大阪大学医学部附属病院**大 阪大学大学院医学系研究科保健学専攻 
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にされ てきた が、対象 が同 じ教育機 関である研

究は少 ない。そ こで対象 を同 じ大学 の卒業生 に

限定 し、所 属す る病 院 ・病棟 を限定 しない こ と

で、「準備」お よび 「理想」を構成す る時期 の環境

をある程度 同様であった と見な し、所属す る病

院 ・病棟 間におけるギャップの多様性 を広 く理

解す ることが可能 にな り、新卒看護師の困難 に

関す る体験 を明確 に把握で きるのではないか

と考 えられ る。

また、新卒看護師が感 じたあ りのままの体験 、

思い を聞き取 るこ とで、辛い と感 じたプ ロセス

を理解 し、他 の同様の質的研究16)17)に よ り得

られた看護実践上の困難や 、職場 の人 間関係や

生活スタイル の変化 な どの問題 とい った新 卒

看護 師の抱 える困難 を示す結果 との比較が行

いやす い と考 えられ る。

そ こで本研究では、新卒看護 師の働 く中で辛

い と感 じた卒後1年 目の体験 を質 的に調査 し、

卒後1年 目における新卒看護 師の経験が明 らか

にす ることで、今後の新卒看護師 に対す る教育

や職揚環境 の あ り方 を検討す ることを 目的 と

して調査を実施 した。

皿.研 究方 法

1.対 象

A大 学(4年 制)医 学部保健学科看護 学専攻 を

卒業 し、翌年度、近 畿圏内の病院 に看護 師 とし

て採用 され た看護師 を対象 とした。

2.依 頼方法

研 究者 が調査 に関す る説 明を 口頭で行 った

後、参加の有無を打診 し、参加 の意 向を示 した

場合 はイ ンタ ビュー 日時を設定 した。イ ンタビ

ュー時に研 究責任者 に よ り研究 に関す る説 明

の詳細 を、文書を用 いて 口頭で行 い、書面 によ

る同意 を得 た。

3.調 査方法

個別の半構 造化面接法 を とり、イ ンタビュー

はプライバ シー の確保 でき る部屋 で実施 した。

イ ンタビューは予 めイ ンタビューガイ ドを作

成 し、イ ンタ ビュー と分析 の進行 に伴い必要に

応 じて変更を加 えた。インタ ビュー 中の会 話は

了承 を得 てICレ コー ダーで録音 した。

4.調 査 内容

基本的属性 と して、名前 、生年 月 日、年齢 、

勤務す る病 院、所属す る病棟 、勤務形態、同年

度就職者 の人数 、同年度就職者の看護 師 として

の経験 の有無 の情報 を得 た。

5.分	 析方法

録音 したイ ンタビュー内容 のデー タは、ただ

ちにCD-Rに 保管 し、各イ ンタビューが終 了す る

ことにただ ちに逐語録 を作成 した。5名 のイ ン

タ ビューが終了 し、逐語録 を作成 し終 えた時点

で、逐語録 を熟読 し、辛い と感 じた体験 の原 因

やその対処方法等 の項 目を抽出 し、それ らの類

似相違 点や 関係性 を考慮 し、サ ブカテ ゴ リー を

作成 し、構成概 念 とな りうるカテ ゴ リー を見 出

し帰納 的に分類 した。その後 はイ ンタ ビュー と

分析 とを交互 に行い研究 を進 めた。

6.倫 理 的配慮

インタ ビュー の実施 にあた り、研 究 目的 と意

義 ・期 間 ・方法、対象者 として選んだ理 由、プ

ライバ シー情報の取 り扱 い方法 、参加 は 自由意

志で辞退 によ り一切不利益 を受 けない こ と、中

止 中断 が可能であ ることを研究責任者 によ り

文書 を用いて 口頭 で説 明 し、書面に よる同意 を

得た。イ ンタ ビュー はプライバシーの確保 でき

る部屋で実施 し、インタ ビュー 中の会話 は、了

承が得 られ た範 囲でのみICレ コー ダーで録 音

した。録音 したイ ンタ ビュー中の会話 は、ただ

ちに文字 として書 き起 こ し、匿名化 した。また、

調査に よ り得 られ た対象者 のプ ライバ シー情

報 を記録 した ものは施錠で きる保 管庫 にて厳

重に管理 し、プ ライバ シー に関す る事柄 が研究

者以外 に伝 わるこ とがない よ う配慮 した。

皿.結 果

1.対 象 者 の属 性

A大 学(4年 制)医 学部 保 健 学 科 看 護 学 専 攻 を

卒業 し、就 職 後12ヵ 月 ～16ヵ 月(平 均13.6ヵ 月)

を経 過 した 看 護 師9名 。 平 均 年 齢 は24.7(±

4.33)歳 、性 別 は 女性8名(88.9%)、 男性1名

(11.1%)で あ っ た。 所 属 す る病 院 は3名(33.3%)

が 同 じで あ り、 い ず れ も病 床 数 は約300～1000

の施 設 で あ った 。 所 属病 棟 は救 命 救 急 病 棟 が2

名(22.2%)、 そ の他 は乳 児 外 科 、移 植 再生 医 療 、

泌 尿器 科 ・神 経 内 科 、整 形 外 科 、 婦人 科 、血 液

内科 ・腎臓 内科 が そ れ ぞ れ1名 ず つ(計66.7%)、

手 術 室 が1名(11.1%)で あ っ た。

イ ン タ ビ ュー に要 した 時 間 は 、平 均37±4.75

分 、(27～42分)で あ った。

2.辛	 い と感 じた 体 験

【 】 に カテ ゴ リー 名 を、 〈〉 に サ ブ カ テ ゴ 
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り一名 を、発言 は「」または斜 体で示 した。

看護師 の卒後1年 目における職場で辛い と

感 じた体験 を分析 した結果 、 【仕 事の仕方が わ

か らない】 【余裕 がない】 【一人前 として働 く

ことができない】 【先輩看護 師か ら理不尽 な扱

いを受 けている と感 じる】の4つ のカテゴ リー

が導 き出 され た。

【仕事 の仕方がわか らない】で は、 〈新 しい

ことが次 々 と生 じる〉 〈勉強の仕 方がわか らな

い〉 〈知識 ・技術に 自信 がもてない〉 〈聞き方

がわか らない〉 の4つ のサブカテ ゴ リーが導 き

出され た。

〈新 しい ことが次々 と生 じる〉では 「新 しい

ことがあ ると聞かなければわか らない ことが

多い」 といった内容が あ り、以下の よ うに語 ら

れた。

3汐 ノ7か ら半年 ぐらいま でな'啻んな務:し〃、

こまが 〃、っぱ いあっ で、症笋 を覚 之 るの で滑 一

杯 〆ごな る。 半年が遡 ぎで ら6ズ テ ソプアソプL

で〃、ぐごどκ丿一重症なス や、ス院 の患孝 をみ5

よ ク〆こな っで、多負しい所 をナるよ ラ!どな るくξ、

また嚴 かな〆力勉ぱわ か らな〃、こまが でき で、同

Lこ 、を催 專 を覚 え るの で滑 一杯 ノごな る次態フ

を藻 ク返 しで 乙.まうのが 乙ん ど〃、。

〈勉 強の仕方がわか らない〉で は以下の よ う

に語 られた。

4万5万 な膠、切建ば1尹笏当'β何 を 乙.ないま〃、け

な いか 、とか 、諄類 攤孫や、翻察項 βとか。拡 が

ん麹1のmな 繍 をそ轟 ぞγz〆こつ〃、て動 強 乙

たoピ6ノ 弓iL,ぐメ彰≦〆ごな ク丿あ る萋窘∠鬘〒その靭 を丿壅4強乙〆

でしま ラと、凌な何 を動強 乙た ら良 いんやろ 彡、

っ て。 たぶん塗撚雌芙 でな いグ ど。

〈知識 ・技術 に 自信 がもてない〉では、 「デ
ータが読 めず に危機感 を持たず に看護 を行 っ

て しま う」、 「自身の知識が表面的である と感 じ

る」とい った 内容 があ り、以下の ように語 られ

た。

黄際 やっ で〃、ることまβ分 の勿謖'、との儼 〆ご

差があ ク、」宏畫 の しで〃、るごとを児 て箕 探 るよ

うな形 で看護 を しで〃、るが、本 当の、耆媛 での羨

翅が分 か っでお らず、β信の持 でな〃、ままずっ

まだ'ましだま 乙1年儼 やっでいるよ ラな感 じが

Lで す ご ぐ舫 い。

〈聞 き方 がわか らない〉では以下の よ うに語

られた。

巧分か らな いか ら児 でぐだ さ〃ソと〃、ク感 じ

の朗 き方 な'かクLで いた ことで、ぞ抛 な黄 ぐな

い き言わ轟 た。 厂こごま でわか らな ぐで、 ここ

か らな出笑 るか ら、 ここを冤 でぐだ さ〃ソみた

〃、な廨oで 儼 グぱ罠か った ピと、憂〆ごわか ったノ。

【余裕 がない】では、サブカテ ゴ リー として、

〈時間的余裕 がない〉 〈業務 をこなすだ けで精
一杯 〉 〈気分転換ができない〉 〈勤務時間の延

長 で休 めない〉 の4っ が導 きだ され た。

〈時間的余裕 がない〉では以下 のよ うに語 ら

れた。

いろん な翅 置が重 な った のま、重 症の方が多

か った の ま、そ ラ〃、ラの で少 しずつ業務が壇 え

で ぐるか ら、 そカ で仁 しか った。 みん なだ 乙ナ

ぎで、お昼 ご蕨 ら坂力 ないス ら〃、た。

〈業務 をこなすだ けで精一杯〉 では、 「目々

指示 された処置 をこなす ことで一杯一杯」とい

った内容が あ り、以下の よ うに語 られた。

1β の中 で欝 だ でで業務 があ る。架清 やシ

ャクー、鮟 〃、た ク洗髪 乙た クま、患孝 さん の

ニース..FごAわぜ でや るよ クなこまを、チ分 な時

局1を坂 っでできな ρ。匈幢 な協7〃、でららいた〃、

2か 、話 乙た 〃、(を ク憩蓍二 尠 、か 、そラ〃、 さん の、

を波み坂 クきれ で〃・な 〃・。

〈気分転換ができない〉では以下の よ うに語

られた。

時儼!こ ら気痔 ち〆ごら余勢がな ぐ、を事か ら帰

っで、婆 で、適1きで、猛笋〆ご行 ぐ、 どい ラよ ラ

な癖 じだった。

〈勤務時 間の延長で休 めない〉では以下の よ

うに語 られた。

働 務 形態が3交 替 で丿β動か ら探疲勤 務 で、

定 時8乙 でな4碍45分 ぐらGilこ β動が終 わ っ で、

深夜な尸次 のβの0雄 か らで、名 厚ま7碍 御 ぐらい

耀 が あ るが、定 時〆こ終わ る こまなん でな ぐ、 

≠艨 弓自〆ご婆陣らノzな〃、まま次 の鬚丘務 〆ごデテった ク、

そ ラい ラしん どさがあ る。

【一 人前 として働 くこ とがで きない 】では、

サブカテ ゴリー として、 〈患者 に拒否 され る〉

〈先輩看護 師 との能力 の差 を自覚す る〉 〈先輩

看護 師 との経験の差を 自覚す る〉の3つ が導 き

出 され た。

〈患者 に拒否 され る〉で は、 「違 う人呼んで

きて と言われ る」とい った内容 があ り、以下の

よ うに語 られた。

翅 置が なかなか五手 ぐ鎌 ずに患孝 さんノこ

スFレ ス をか〆プで 乙ま〃、、/お 労みた〃、なやつ 
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な瘡に欝 わ るなノ、 厂今す ぐκカカノと言わ轟 で、

といクご、とが務 き、辞 めたいと、蟹った。

〈先輩看護師 との能力の差 を 自覚す る〉では

以下の よ うに語 られた。

丿左生の指示 〆こ対 しでナ ぐ顕〃プなか った ク、A

わ轟 る勝 〆ごや らな〃、まいグな いご2ら ぱ っと

できなか った ク、 ぞ クいク笏面 で ら乙翅 置7ごつ

ぐ看誕翩 ∫私 でな ぐ、ベテランの看護禰 だ った

ら らつま」を手 ぐ動 グ で、患孝 〆ご6痘 意髭 と〃、ラ

か良か ったんoや ないか、 ど、蟹ラ。

〈先輩看護 師 との経験の差 を自覚す る〉では

以 下のよ うに語 られ た。

私 の磁 でな 厂まだ我 齷 できまナ、虜 ぐな 〃ソつ

で言われ で〃、でら、旡蚕 〆こな鹽半泣 き〆こな っで身

身が ≠いごまを言わカ でいた。 そのス(をなぞ抛

な クの欝孫 を契!プでいた ま、蟹ラが、1年 厚(をい

クのがニカ不寔 〆こQ/Ul、 申 し訳 な〃、まい クか、r

年厚だか ら言えな いんだ'ろクど、蟹った。

【先輩看護 師か ら理不尽 な扱い を受 けてい

ると感 じる】では、サブカテ ゴ リー として、 〈常

に怒 られ続 け る〉 〈周 りに聞 きに くい雰囲気 を

感 じる〉 〈自己否定 され るよ うな対応 に直面す

る〉 〈対応 が一定でない〉 の4つ が導き出 され

た。

〈常に怒 られ続 ける〉で は、 「常にす ご く怒


られ る」「周 りの人み んなに怒 られ る」「どんな


レベル の ことで も同 じ厳 しい トー ンで怒 られ


続 ける」とい った内容 があ り、以 下のよ うに語

られ た。

4万 な'ぼまん ど一対 一 で究蜑 ま一階 で、凌ろ

/ご先耋ξが仁王 立 ちで繋 張 乙なが ら撰蘯 し、、点瀞

を嬾 し、讃 め所 〆こ帰 る道 ナが ら怒 らノZ、諾 め

所!こ帰 っ で怒 鰐 ら尢 、泣 きなが ら患孝 さんの と

ころノご疔 き、 ろ憩蓍二さんの前 で泣 ぐなみとまた馨

ら九 で、そ ラい ラのが しん どか った。

〈周 りに聞 きに くい雰 囲気 を感 じる〉 では、

「ピ リピ リしてい る」「『今 さ らこんな こと聞 く

の?』 と言われそ うで怖 い」とい った内容があ

り、以下の よ うに語 られ た。

ちょ っとで らわか らな〃、こまや ズ9ノが付 い

た ら落ガ 〆ご房ダぐよ ク〆ご、 ど言わ轟 でいるL、6

分 で ぎ)舫ぐて換 っ て一お ぐカ!プ〆ご琶)L、汐ゐな いが∫、

病凍 が 仁 しい ごどが多 ぐ、貯 こラま、蟹っ で ら誰

ら撈 ま らな〃、こどがあ る。先 畫か ら した ら当た

ク.,9Uのこ 、とであ ク、 叡/か した ら9U〆こら房ダいた

ことか ら乙轟 ず、仁 乙いところκ声 を掛 グるご

ま〆こ気がグ〃プる。

〈自己否定 され るよ うな対応 に直面す る〉 で

は、 「人間性 を否定 され るよ うな ことまで言 わ

れる」といった内容が あ り、以下のよ うに語 ら

れ た。

厂あんたな・学塗気分が抜 ノブでな 〃ソや厂あん た

な このままレ、った らノ〃一チンの老婬 とか で し

か勧グな〃ソま〃、クよ クなこ とを言'わ彪髭 グ、

ら7ど ラLで 艮 いかわか らな ぐなった。

〈対応 が一定でない〉では以下の よ うに語 ら

れた。

彦 こっ でいるこまだγナを報告 してら厂あ一、

そ っか ぞっかノま言ラ 時があ るが 、鱇 の悪 い

まき〆ごな 厂なん でこラや、Lつ でるの9ノ と根

翅 やアをスメ ン みを遺求 さ九、そカ を言っ で ら

ηまあ9ノ みた 〃、なN/G¥で 言わノz、 倣 クnAっ で

ぐカ な いよ クな廨 じであ ク丿姆 る。

N.考 察

本研究の結果か ら、新卒看護 師は職場で働 く

中で、 【仕事の仕方 がわか らない】、 【余裕 が

ない】、【一人前 として働 くことができない 】、

【先輩看護師か ら理不尽な扱 いを受 けてい る

と感 じる】 とい う体験 によ り辛い と感 じて いる

とい うことが明 らかになった。

イ ンタビューで語 られ た内容 よ り、それぞれ

のカテ ゴ リー ・サ ブカテ ゴ リーを以下の下線部

のよ うに表現す る。

【仕 事の仕 方がわか らない】は、仕事 をスム
ーズ に行 うために必要 な社会性や知識 ・技術が

常に不足 し、 自信 を持 って対処 できない こ とに

よる辛 さであ ると考え られ、 〈新 しい ことが

次々 と生 じる〉 とい う、初 めての経験 の緊張感

や不安が継続す ることに加 え、 自身 の知識や技

術だ けでは対応 できず 、常に周 囲の看護師 に助

言や判 断を求めなけれ ばな らない とい う自立

して仕 事ができない辛 さ、また 〈勉強 の仕方が

わか らない〉 とい う、仕事上、記憶すべ きこと

や理解す べき ことが膨大で、必須 である領 域が

判断できない ことで学習の 目標 が 自身 で明確

に捉 え られ ない辛 さ、また 目標 が達せ られた場

合で もさらに高 い 目標 が求 められ る ことの辛

さ、また 〈知識 ・技術 に自信 がもて ない〉 とい

う、仕事 を行 う上で必要 となる知識や技術 が十

分身 につい ていない状態 であ るにも関 わ らず、

表層 的に看護 を行 ってい ることに対す る不安 
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定感や恐怖感 が継続 す るとい う辛 さ、 さらに

〈聞き方 がわか らない〉 とい う、周囲の看護 師

か ら助言や判 断の求め る際の在 り方やマナー

が分 か らず 、その ことに注意 を受 けることで社

会人 としての未熟 さを感 じる辛 さがある と考

えられ る。

【余裕 がない】は、勤務及び勤務外において

時間的なゆ と りが得 られないだけでな く心身

ともにゆ と りが得 られない辛 さ、またゆ と りが

得 られ ない ことによ り理想 とす る看護が行 え

ない辛 さである と考 えられ、 〈時間的余裕 がな

い〉 とい う、次々 とこな さなけれ ばな らない業

務 で常に慌 ただ しく息っ く暇 もない とい う勤

務 時間中の忙 しさに よる辛 さ、また 〈業務 を こ

なす だけで精一杯〉 とい う、必要 な処置や援助

を行 うことに追われ、患者 との関わ りが最低 限

の業務 的な もの とな ることで、納得でき る看護

を実施 できない とい う辛 さ、また 〈気分転換 が

できない〉 とい う、仕事 による精神 的お よび身

体的負担 を解消す る時間を十分 に設 けること

ができない辛 さ、 さらに 〈勤務時間の延長 で休

めない〉 とい う、本来取れ るはずの休憩 の時間

が短縮 し、十分に休む こ とがで きないまま次 の

勤務 に向かわなければな らない辛 さがある と

考え られ る。

卜 人 前 として働 くことができない】は、看

護 師 としての能力や経験の不足 によ り一人前

として認 め られ ない ことよ り生 じる辛 さで あ

ると考 え られ、 〈患者 に拒否 され る〉 とい う、

自身 の技術や能力では看護 師 として勤ま らな

い と患者 か ら指摘 され、関わることを拒否 され

ることで、 自身の看護 師 としての存在価値 を見

出せ な くな るとい う辛 さ、また 〈先輩看護 師 と

の能力 の差 を自覚す る〉 とい う、 自身が上手 く

看護 できない よ うな場面において、先輩看護 師

であれ ば上手 く看護で きていた と感 じた際 の

自身の不 足 を感 じる辛 さ、 さらに 〈先輩看護 師

との経験 の差を 自覚す る〉 とい う、 自身に対す

る患者 の反応 とベテ ランの先輩看護 師に対す

る反応 を比べた際に感 じる違 いが、経験の差 に

よるものだ と感 じた際の 自身の不足を感 じる

辛 さがあ ると考え られ る。

【先輩 看護 師か ら理不尽な扱 いを受 けてい

ると感 じる】は、先輩看護 師に対 して助言や判

断 を求め る際に教育的指導が得 られに くい辛

さや 、指 導によ り人間性や社会性 をも否定 され

るかのよ うな気分 を味わ うことの辛 さである

と考 え られ、 〈常 に怒 られ続 け る〉 とい う、周

囲の先輩看護 師に、 自身の行動や技術や知識 の

不足 について細 か く指摘 され続 けるこ とで 、緊

張感が絶 えず持続す る辛 さに加 え、常に否 定 さ

れ てい るよ うに感 じる辛 さ、また 〈周 りに聞き

に くい雰囲気 を感 じる〉 とい う、 自身の知識や

技術で は対応 できず に周囲の看護 師か ら助言

や判断 を求めたい と思 うが、周 囲の忙 しい様子

か らそれ を躊躇 し、また助 言を求 めた際の、 自

身 に対 す る評価 を恐れ 、聞 くに聞 けない辛 さ、

また 〈自己否定 され るよ うな対応 に直面す る〉

とい う、看護師 と しての能力 が未熟である こと

だけでな く、人間性や社会性 についても非 と見

な され ることの辛 さ、 さらに 〈対応 が一定 でな

い〉 とい う、先輩看護 師の対応の変動 を予測す

る ことができず、一貫 してい ない と感 じるこ と

で困惑 して しま うこ との辛 さがあると考え ら

れ る。

【仕事の仕方が わか らない】、【余裕がない】、

【一人前 として働 くこ とができない】 とい う、

「ないないづ くし」の新卒看護 師 自身 の問題 に、

【先輩看護 師か ら理不尽 な扱 いを受けている

と感 じる】 とあ るよ うに、先輩看護師 との関わ

りが影響 し、辛 さに拍車 をか けている と考 えら

れ る。

新卒看護師 には看護 実践能力が臨床現場で

求 め られ るレベル に達 していない、社会人 ・医

療人 としての成熟や 自覚 が低い、患者に対す る

常識的な接遇やマナーな どコ ミュニケー シ ョ

ンが うま く取れない傾 向がある、 とい う問題 が

ある18)と され ている。これ らの実践能力や社会

性 の不足、看護 師 としての成熟や 自覚が不十分

であるこ とが、 【仕 事 の仕方がわか らない】、

【一人前 として働 くことができない】 とい う

「ない」を作 り出 してい る可能性がある。また新

卒看護師は、学生時代 とは異な り、社 会人 とし

て生活す る中での様 々 な環境 の変化 によって、

就職後の疲 労が慢性的に蓄積 している状態で

あ り、精神的、身体 的に リア リティシ ョックを

認識 しやす い19)20)と され てお り、上記の よ う

な種々の不足や不十分であるこ とに加 え、精神

的 、身体的な辛 さとして 【余裕が ない】 と感 じ

ていると考え られ る。

また、新卒看護 師が仕事上の困難 を乗 り越 え

る ときには、先輩看護師の受け止 めが重要 な支 

29
 



大 阪大 学 看 護 学雑 誌Vb1.18No.1(2012)

援で ある14)と 言われ ているよ うに、先輩看護 師

との関係 は、新卒看 護師が職場で働 く中での辛

さに大き く関与 してお り、先輩看護 師 との関係

をフォ ローす るこ とが新卒看護師 に対す る支

援 として必要 なこ とで あると考 え られ る。

したが って、新卒看護師 に対す る支援 のあ り

方 として、 「わか らない」「余裕 がない」「で きな

い」な どの様 々な 「ない」への教 育支援 を行な う

とともに、先輩看護師 との関係 のフォローな ど

の心理的な支援 も必 要である と考 えられ る。

なお、本研究 は対象 を同 じ大学 の卒業生に限

定 し、所属す る病院 ・病棟 を限定 しないこ とで、

所属す る病 院 ・病棟間 におけるギャップの多様

性 を広 く理解す るこ とを 目的 として調査 を実

施 したが、 これ まで行 われた他 の同様 の研 究14)
～17)によ り得 られ た看護 実践 上の困難

、職場の

人間関係 、生活スタイル の変化 などの問題 とい

った新 卒看護師の抱 える困難 を示す結果 との

大 きな違 いは見 られ なかったが、今後 、 さらに

状況の異 なる対象 にお ける研究 を行 うこと、ま

た所属病棟や勤務 形態等 による差異の検討 を

行 うこ とで、 よ り病 院 ・病棟 間にお けるギャッ

プの多様性 を広 く理解す るこ とが可能 になる

と考 え られ る。

さらに、所属病院及び病棟 にお ける教育プ ロ

グラムな どを調査項 目に加 えることで、先輩看

護師 との関係 による新卒看護 師の感 じる辛 さ

や、新卒看護師に対す る先輩看護師 との関係 の

フォローについて 、具体的に検討す ることがで

きると考 え られ る。

V.結	 論

以上のこ とか ら、次の よ うな結論 を得 た。

①新 卒看護 師は職 場で働 く中で、仕事 の仕方が

わか らない、余裕 がない、一人前 として働 くこ

とができない、 とい う「ないないづ くし」の新卒

特有 の問題 を抱 え、辛い と感 じている。

② 「ないないづ く し」に よる辛 さに加 え、先輩看

護 師か ら理 不尽な扱 い を受 けてい る と感 じる、

とい うよ うな先輩看護師 との関係 が影響 し、働

く中での辛 さに拍車 をかけてい る。

③新卒看護 師に対す る支援のあ り方 として、

「ない」への教育支援 を行な うとともに、先輩看

護師 との関係 のフォローな どの心理的な支援

も必要である と考 え られ る。
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